
輸
入
魚
介
で
も
て
な
す
東
京
五
輪
大
会
（
２
０
１
５
・
１
・
１
４
） 

  

「
和
食
」
は
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
約
三
〇
〇
の
無
形
文
化
遺
産
の
う
ち
、
食
事
に
関
係
す

る
も
の
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
メ
キ
シ
コ
料
理
な
ど
一
桁
で
あ
る
か
ら
、
和
食
は
世
界
に
自
慢
で
き
る
食
事
文
化
で
あ
る
。
日

本
国
民
は
魚
食
民
族
と
名
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
和
食
の
主
要
な
食
材
は
魚
介
で
あ
り
、
一
人
あ
た
り
水
産
物
消
費
量
は
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
に
僅
差
で
か
な
わ
な
い
も
の
の
世
界
二
位
で
、
ア
メ
リ
カ
の
三
倍
以
上
に
な
る
。 

 

当
然
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
選
手
や
観
客
に
和
食
で
「
お
も
て
な
し
」
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
と
き
国
産
の
魚
介
が
使
用
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
重
大
な
懸
念
が
発
生
し
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
、
前
回
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
と
次
回
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
の
食
材
の
状
況
を
紹
介
す
る
と
理
解
で
き
る
。
ど

ち
ら
も
魚
介
は
「
Ｍ
Ｓ
Ｃ
」
と
「
Ａ
Ｓ
Ｃ
」
と
い
う
国
際
認
証
を
獲
得
し
た
水
産
資
源
し
か
使
用
し
な
か
っ
た
（
し
な
い
）

の
で
あ
る
。 

 

Ｍ
Ｓ
Ｃ
は
マ
リ
ン
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
（
海
洋
管
理
協
議
会
）
、
Ａ
Ｓ
Ｃ
は
ア
ク
ア
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
（
水
産
養
殖
管
理
協
議
会
）
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
略
称
で
、
前
者
は
天
然
の
魚
介
、
後
者

は
養
殖
の
魚
介
に
つ
い
て
、
資
源
を
保
護
し
、
環
境
を
保
全
し
て
生
産
し
て
い
る
水
産
業
者
を
認
証
す
る
仕
組
で
あ
る
。
二

回
の
大
会
と
も
、
そ
の
よ
う
な
水
産
資
源
を
使
用
し
た
（
す
る
）
と
す
れ
ば
東
京
大
会
も
踏
襲
す
る
状
況
に
な
り
か
ね
な
い
。 

 

現
在
、
世
界
で
約
二
四
〇
の
水
産
業
者
が
Ｍ
Ｓ
Ｃ
を
取
得
し
、
約
一
二
〇
の
養
殖
業
者
が
Ａ
Ｓ
Ｃ
を
取
得
し
て
い
る
が
、

日
本
で
は
ア
カ
ガ
レ
イ
と
ホ
タ
テ
ガ
イ
に
つ
い
て
、
各
１
業
者
が
Ｍ
Ｓ
Ｃ
を
取
得
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
し
前
述
の
よ

う
な
規
制
が
実
現
す
れ
ば
、
東
京
大
会
で
提
供
さ
れ
る
魚
介
の
大
半
は
海
外
か
ら
輸
入
し
た
産
品
に
な
り
か
ね
な
い
。
認
証

の
取
得
に
は
相
当
の
経
費
が
必
要
で
あ
る
う
え
、
苦
労
し
て
取
得
し
て
も
、
日
本
で
は
購
買
が
増
大
し
な
い
の
が
不
振
の
理

由
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
は
日
本
の
企
業
や
国
民
が
世
界
の
潮
流
の
変
化
に
鈍
感
で
あ
る
と
い
う
状
況
が
反
映
し
て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
と
い
う
と
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
連
想
し
、
そ
の
目
標
は
「
よ
り
早
く
、
よ
り
高
く
、
よ
り
強
く
」

と
い
う
標
語
に
集
約
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
会
の
創
設
か
ら
一
〇
〇
年
を
目
前
と
し
た
一
九
九
〇
年
代
に

サ
マ
ラ
ン
チ
会
長
の
主
導
に
よ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
「
環
境
」
と
「
持
続
可
能
な
開
発
」
の
文
言
が
追
加
さ
れ
て
い

る
。 

 

実
際
、
一
九
七
二
年
の
札
幌
冬
季
大
会
の
滑
降
コ
ー
ス
を
森
林
伐
採
に
よ
り
新
設
し
た
と
き
は
環
境
の
復
元
が
条
件
で
あ

っ
た
し
、
一
九
七
六
年
に
ア
メ
リ
カ
の
デ
ン
バ
ー
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
冬
季
大
会
は
環
境
団
体
の
反
対
の
た
め
に
間
際
に

な
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
に
変
更
さ
れ
た
。
東
京
大
会
の
施
設
計
画
に
つ
い
て
も
、
カ
ヌ
ー
や
ヨ
ッ
ト
の

会
場
が
環
境
保
全
へ
の
配
慮
か
ら
、
当
初
予
定
さ
れ
た
場
所
か
ら
移
動
し
て
い
る
。
環
境
が
重
要
な
要
件
に
な
っ
て
き
た
の

で
あ
る
。 

 

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
本
部
が
あ
る
国
際
標
準
化
機
構
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四
〇
〇
〇
な
ど
に
よ
っ
て
世
界
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
牛
耳

ろ
う
と
し
て
い
る
の
と
同
様
、
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
の
あ
る
Ｍ
Ｓ
Ｃ
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
に
本
部
の
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｃ
が
、
漁
業
資
源
の

主
権
を
確
保
す
る
た
め
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
利
用
し
て
い
る
側
面
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
が
、
最
悪
の
場
合
、
東
京
大

会
で
の
「
お
も
て
な
し
」
は
大
半
の
素
材
を
海
外
の
資
源
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
醜
態
に
な
り
か
ね
な
い
。 

 

日
本
列
島
周
辺
の
海
洋
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
周
辺
の
海
洋
と
と
も
に
世
界
で
質
量
と
も
海
洋
生
物
の
豊
富
な
海
域

で
あ
る
。
そ
の
自
然
を
背
景
に
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
日
本
の
水
産
物
漁
獲
量
は
世
界
一
位
の
輸
出
大
国
で
あ
っ
た
が
、
現

在
で
は
六
位
に
低
下
し
、
国
内
消
費
の
半
分
が
輸
入
に
依
存
す
る
残
念
な
状
態
で
あ
る
。
今
回
紹
介
し
た
危
機
を
梃
子
に
、

世
界
で
も
っ
と
も
健
康
な
食
事
と
さ
れ
る
和
食
の
根
源
を
見
直
す
契
機
に
な
れ
ば
と
期
待
す
る
。 


